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本日のご説明内容

◼ 更新箇所の報告

章立て・項目は第3回検討委員会までにいただいたご意見を踏まえ、最終化しております。更新箇所を中心にご報告させていただきます。

◼ 「第1章：はじめに」及び「第2章：ガイドラインの使い方」の文案の協議

「第1章：はじめに」及び「第2章：ガイドラインの使い方」については、先行して文案を作成しております。ご覧いただき、ご意見いただけますと幸いです。

◼ 「第4章：実践編」のレイアウト案の協議

実践編については、現時点のレイアウト案をお示しいたします。ご覧いただき、ご意見いただけますと幸いです。
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1. 生成AI利活用ガイドラインの全体概要
1.1. 生成AI利活用ガイドラインの概要

◼ ガイドライン本体に収録しない詳細かつ専門的な情報については、「(2)生成AIの事例調査」および「(3)生成AIを利用した取組の実証」で作成
した成果物を公開可能な形に整理し、生成AI利活用ガイドライン（本体）の別添とする方針です。

（2）生成AIの事例調査

生成AIの事例調査結果

✓ 生成AIに関する最新の技術動向調査の結果

✓ 生成AIに関する事例調査の結果

生成AIに関するこども子育て現場のニーズ調査結果 

✓ 全国の地方公共団体および保育施設に対して実施した
アンケート調査結果

✓ アンケート調査の回答データの分析結果

（4）検討委員会での協議

生成AI利活用ガイドライン（本体）

次年度以降に各団体が生成AIを導入するための指針となるよう、事例・導入論を取りまとめる

✓ 「基礎編」では、主にこども・子育てに関わる「自治体職員」に向けて、生成AI導入に必要な知識を提示する

✓ 「実践編」 では、自治体・保育施設の「現場職員」に向けて、生成AI導入のユースケース集を提示する

✓ 既出文書を参考に、こども・子育て分野固有の示唆を事例調査・実証結果から抽出し、取りまとめる

別添①調達仕様書サンプル （公開用）

生成AI導入時の活用を想定し、仕様書作成等の負担軽減に向けた参考資料として作成する

✓ デジタルガバメント標準ガイドラインに準拠した構成

✓ 地方公共団体等が汎用的に活用しやすい内容

✓ 本事業の実証結果やガイドラインに準じて作成

◼ 地方公共団体・保育
施設へのアンケート・
ヒアリングの実施

◼ 生成AI利活用を
取り巻く実態についての
文献調査 等

◼ 実証団体からの
月次定例報告、
中間・最終報告

◼ 実証環境から取得した
モニタリング指標 等

アウトプット

アウトプット

（3）生成AIを利用した取組の実証

アウトプット

アウトプット

実証環境（設計書、プログラム等）

✓ 第三者でも機能や処理フローを理解できるような、
処理シーケンス図や画面イメージなど

※広く公開・利用されることも想定し、
 機密性の高い情報や著作権に関わる情報は削除

実証結果報告 

✓ 実証の詳細とその分析、利用者からの意見

✓ ユースケースごとに課題を抽出し、
生成AIができること・できないことの整理

✓ 課題に対する施策や対応の優先順位

インプット

インプット

メインアウトプット

アウトプット（生成AI利活用ガイドライン別添）

本事業の成果物及び位置づけ

別添②生成AIの事例調査結果（公開用）

作成済みのアウトプットをもとに公開版資料として整え、ガイドライン本体の別添（副本）とする

別添③実証結果報告（公開用）

作成済みのアウトプットをもとに公開版資料として整え、ガイドライン本体の別添（副本）とする

インプット

◼ 他組織から発出されているガイドライン等の文書

◼ 左記の事例調査・実証実験の結果報告 等
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1. 生成AI利活用ガイドラインの全体概要
1.2. 生成AI利活用ガイドラインの位置づけ

◼ 第3回検討委員会までに受領したご意見を踏まえ、生成AI利用ガイドラインの最終的な構成を決定しております。

◼ 当初の「はじめに」から、ガイドラインの利用方法や注意点について記載している項目を独立させ、第2章としました。

◼ また、各章の読み手を再度明確に整理し、想定するターゲットに合わせて記載内容や記載粒度、レイアウトを決定しております。

1. はじめに
1.1. ガイドライン作成の背景
1.2. ガイドライン作成の趣旨・目的
2. ガイドラインの使い方
2.1. ガイドラインの位置づけ
2.2. ガイドラインの構成及び活用方法
2.3. ガイドラインの考え方
3. 基礎編

3.1. 生成AIについて

3.1.1. 生成AIとは

3.1.2. 生成AIが得意とする領域
3.1.3. 生成AIの注意点
3.1.4. 国内における検討の動向

3.2. 生成AIの導入

3.2.1. 生成AI導入までの流れ
3.2.2. 生成AIの導入範囲の検討
3.2.3. 生成AIの構成および利用サービスの検討
3.2.4. 法令・ポリシー等への対応事項
3.2.5. 利用準備
3.2.6. 効果測定と改善の実施

4. 実践編

4.1. 実践編の立て付け
4.1.1. 本書の位置づけ・使い方
4.1.2. 参考となる公表物
4.1.3. 掲載事例一覧

4.2. 実証実験における事例①

4.2.1. 事例概要
4.2.2. 課題抽出と解決イメージの検討
4.2.3. 導入までの検討事項
4.2.4. 事例のイメージ図
4.2.5. 実証結果（成果・課題）
4.2.6. その他（留意事項等）

……
4.X. その他の先進事例① （割愛）

生成AI利用ガイドライン構成 各章の読み手の想定とその意図

第4章：実践編 ターゲット 自治体・保育施設の現場職員

➢ 生成AI導入のユースケース（概要や実証結果、ポイント等）を提示

✓ 実証で検証したユースケースを整理した「事例集」として、具体的な利活用事例を提示し、
実際の導入を想定した参考情報を取りまとめます。

✓ デジタル全般に詳しくない職員を読み手に想定し、ガイドライン本体には噛み砕いた平易な情報を掲載
し、詳細な情報は「別添③実証結果報告（公開用）」を参照いただく想定です。

第3章：基礎編 ターゲット 主にこども・子育てに関わる自治体職員

➢ 生成AIの基礎知識（こども・子育て分野における活用可能性や注意点）や

生成AI導入に係るノウハウ（導入プロセス、導入に必要な準備事項）を提示

✓ 生成AIの導入は自治体が主導する取組が多数であることを踏まえ、制度所管課に属する自治体職員
が主体となって把握すべき生成AI導入までの基礎的な情報を概観として示します。

✓ 保育施設との協働が想定される箇所については、保育施設への支援方法や協力体制の構築について
補足することで、自治体主導の生成AI利活用へのプロセス案を提示します。

✓ DXや生成AIについて詳しくない職員を読み手に想定し、ガイドライン本体には噛み砕いた平易な情報
を掲載し、詳細な情報は「別添②生成AIの事例調査結果（公開用）」を参照いただく想定です。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.1. 本日の確認観点について

◼ 第3回検討委員会で受領したご意見を踏まえ、章立ておよび項目は大きく4つの観点で更新しております。

記載位置の再調整

一部記載内容の記載目的を見直し、
適切な記載箇所に再配置しました。

（免責事項・留意事項）

記載の平易化

現場職員を想定し、難解な表現やこども・子育て
分野との関連性の低い記載を見直しました。

（生成AIのリスク、免責事項 等）

項目の統廃合

記載方針の見直しや記載イメージの変更に伴い、
項目を統廃合しました。

（こども・子育て分野固有の利活用事例 等）

追記・削除

受領したご意見を踏まえ、一部記載の詳細化や
不要な情報の削除を行いました。

生成AI利用ガイドライン構成・章立てにおける更新点の分類

Point ①

Point ③

Point ②

Point ④
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.2. はじめに

◼ 「第1章：はじめに」では、他省庁で公表されている生成AIに関する文書の表現を参考に、本事業の取組背景とガイドライン作成の趣旨等を
まとめています。

◼ 更新点として、内容が重複していた「ガイドライン作成時のスコープ」についての記載を削除し、「1.2.ガイドライン作成の趣旨・目的」に統合しています。
また、後続の「ガイドラインの使い方」の項目を独立させた関係で、小項目を中項目に変更しています。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

1.1. 
ガイドライ
ン作成の
背景

―

こども・子育て分野におい
て、なぜ生成AIの利活用
ガイドラインを作ることに
なったのか、その背景

＜記載イメージ＞
近年、少子高齢化の進行や働き方の多様化に伴い、こども・子育て分野に
おける支援の充実が求められている。こうした中で、こどもや若者の視点に
立ち、こどもにとって最善の利益を第一に考え、当事者の意見を政策に反映
する社会ビジョン「こどもまんなか社会」の実現に向けて、生成AIを活用して
いくことが期待されている。
このような背景のもと、こども家庭庁では、こども・子育て分野における生成
AI利活用等の実証事業等を実施し、地方公共団体（以下「自治体」と
いう。）や保育施設等における先進的な取組事例を収集・分析するととも
に、実証を通じて得られた知見を体系的に整理した。

• 経済産業省「コンテンツ制
作のための生成AI利活用
ガイドブック」

• 文部科学省「初等中等
教育段階における生成AI
の利用に関する暫定的な
ガイドライン」

―

1.2. 
ガイドライ
ン作成の
趣旨・目
的

―

こども・子育ての現場に
おけるDX推進の一環
として、生成AI利活用の
手引きとして作成

＜記載イメージ＞
本ガイドラインは、自治体や保育施設、子育て関連事業者（以下「関係
機関等」という。）がこども・子育て分野の業務において生成AI 利用等を
適切に進められるよう、生成AIを活用する際の基本的な考え方及び実践
的な方策を示すものである。

• 経済産業省「コンテンツ制
作のための生成AI利活用
ガイドブック」

• 文部科学省「初等中等
教育段階における生成AI
の利用に関する暫定的な
ガイドライン」

【項目の統廃合】
「旧1.2.2. ガイドラインの考え方」
の「ガイドライン作成時のスコープ」を
本項目に統合し、内容の重複を
避けています。

有用事例の周知による
活用促進を目的

＜記載イメージ＞
関係機関等における生成AIの適切な活用を通じて、こども・子育て世帯の
利便性向上や現場の業務負担軽減を図り、もって「こどもまんなか社会」の
実現に資することを目的とする。

こども家庭庁
（https://www.cfa.go.j
p/policies/iken/）

―
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.3. 「ガイドラインの使い方」（1/2）

◼ 2.1.及び2.2.では、実際にガイドラインをご覧いただく際に、本ガイドラインの位置づけや利用シーンの例を記載する予定です。

◼ 更新点として、「ガイドラインの記載に関する免責事項」のうち、ガイドラインの文書としての性質や留意事項に係る記載を2.1.及び2.2.に再配置
しました。「旧1.2.3. ガイドラインの構成」を利用イメージに係る記載と統合し、本ガイドラインの読み方をまとめて示すよう内容を再配置しました。
また、「ガイドラインの使い方」として章を独立させた関係で、小項目を中項目に変更しています。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

2.1. 
ガイドライ
ンの位置
づけ

―
本ガイドラインをどのような
位置づけにおいて活用し
てもらうのか（位置づけ）

＜記載イメージ＞
本ガイドラインは、こども・子育て分野における生成AI活用の基本的な考え方
と実践的なアプローチを示すものとして、令和７年３⽉末日時点の知⾒に
基づき作成したものである。なお、関係機関等に対して一律の規制や義務づけ
を実施するものではなく、各機関の実情に応じた柔軟な解釈及び運用を想定
しており、生成AI活用の指針として参照されることを期待している。

• 経済産業省「コンテンツ制
作のための生成AI利活用
ガイドブック」

• 文部科学省「初等中等教
育段階における生成AIの
利用に関する暫定的なガ
イドライン」

【記載位置の再調整】
当初免責事項の項目に留意事項・
免責事項が全てまとめられていたため、
それぞれの性質・目的に応じて記載す
る項目を変更しました。
本項目では文書としての注意事項
（利活用自体にではなく、文書作成
意図の説明を目的としている）である
ため2.1.に記載しています。

2.2.
構成及び
活用方法

―
ガイドライン各章（基礎
編・実践編）の位置づけ、
利用イメージ

• 基礎編、実践編の位置づけを明示する。
• また、地方公共団体にどうやってこのガイドラインを使ってほしいか、具体的な

利用シーンを明示する。

＜記載イメージ＞
• 本ガイドラインは、基礎編及び実践編で構成される。基礎編では、主に制度

主管課等に所属するこども・子育てに関わる自治体の職員向けに、生成AI
の基礎知識や導入に係る実務的な留意事項を中心に解説する。生成AI
の導入については自治体が主導的な役割を担うことを想定し、現場職員が
把握すべき基礎的事項を体系的に整理している。実践編では、主に関係
機関等の現場職員向けに、実証事業を通じて得られた具体的な生成AIの
活用事例（ユースケース）を紹介する。

• 生成AIの活用を検討している機関等においては、実践編により具体的な
活用イメージを把握した上で、基礎編により導入プロセスを確認することで、
業務改善の端緒として活用されたい。既に生成AIを活用している機関等に
おいては、基礎編による知見の深化及び実践編による他機関の事例参照
を通じて、更なる利活用の推進に活用されたい。

―

【項目の統廃合】
「旧1.2.3. ガイドラインの構成」から
ガイドラインの位置づけに関する記載
を統合し、本項目だけで本ガイドライ
ンの構成・利用方法が分かるように
改善しました。

【記載の平易化】
より現場の状況に即した利用シーンに
なるよう、記載を修正しています。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.3. 「ガイドラインの使い方」（2/2）

◼ 2.3.では、本ガイドライン作成にあたってのスコープ設定や前提となる考え方について言及しています。
さらに、本ガイドラインの免責事項として、ガイドラインに則って導入を検討する際の専門的な判断や損害に係る免責事項を記載しています。

◼ 更新点として、本ガイドラインに係るこども家庭庁としてのお考えに係る記載を一部修正しています。
また、「ガイドラインの記載に関する免責事項」にあった記載を整理し、免責事項ではなく留意事項として整理できる内容を他項目に再配置しました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

2.3. 
ガイドライ
ンの考え
方

―

ガイドライン参照時の基本
となる考え方

ガイドラインについて、法令遵守に係る留意事項を記載する。

＜記載イメージ＞
本ガイドラインは、こども・子育て分野における生成AIの利活用に関する基
本的な考え方及び留意事項を示すものである。生成AIの利活用に当たっ
ては、個人情報保護に関する法令等を遵守することを前提とする。

• 内閣府、人間中心の
ＡＩ社会原則会議

• 個人情報保護委員会
「生成 AI サービスの利用
に関する注意喚起等」
（令和５年６月２日）

• こども家庭庁HP
（https://www.cfa.g
o.jp/policies/iken/）

【追記・削除】
法令遵守に関する考えに焦点を当
てて、記載を修正しています。

ガイドラインの記載に
関する免責事項

ガイドラインについて、自治体職員向けに専門知見に係る免責事項のみを
記載する。

＜記載イメージ＞
• なお、本ガイドラインは法的助言を提供するものではない。実証事例等

を参考に生成AIを導入する際には、関連省庁・機関が公表している最
新の情報を参照の上、各機関で判断されたい。

• また、本ガイドラインは生成AI導入検討における参考の一つとして位置づ
けられるものであり、本ガイドラインに従うことを一律に禁止や義務付け
を行うものではないことに留意すること。

• 経済産業省「コンテンツ制
作のための生成AI利活用
ガイドブック」

• 文部科学省「初等中等
教育段階における生成AI
の利用に関する暫定的な
ガイドライン」

【記載位置の再調整】
当初免責事項の項目に留意事
項・免責事項が全てまとめられてい
たため、それぞれの性質・目的に応
じて記載する項目を変更しました。
本項目では、ガイドラインに則って導
入を検討する際の免責事項のみを
記載しています。

【記載の平易化】
伝えたい内容がはっきり伝わるよう、
書きぶりを明確にしています。



©︎2024 ABeam Consulting Ltd.confidential9

2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（1/7）

◼ 基礎編におけるガイドラインの項目と記載内容の想定をまとめております。

◼ 3.1.1.では、生成AIに関する基本的な知識を提供し、3.1.2.では、生成AIの長所と具体的な活用事例を取りまとめ、生成AIの利活用イメージを
提供します。

◼ 今回の更新で、生成AIの利点とこども・子育て分野における具体的な活用事例と紐づくような記載とするため、項目の統合・記載例の変更を行いました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.1.
生成AIに
ついて

3.1.1.
生成AIとは

生成AIとは何であり、何が
できるのか簡単な説明

動向調査結果（「3.2. 生成AIの概観」）から抜粋予定。
（動向調査結果は取りまとめ中のため割愛）

※他省庁の資料で参照でき
る情報は取り入れる

―

ガイドライン内のユースケー
スで対象としている機能と
その説明

動向調査結果（「3.2. 生成AIの概観」）および実証結果報告から抜粋
予定。
（動向調査結果は取りまとめ中のため割愛）

※他省庁の資料で参照でき
る情報は取り入れる

―

3.1.2.
生成AIが得意
とする領域

生成AIの長所

動向調査結果（「3.1.2. AIの種類」）から抜粋予定。
子育て現場の効率化（利便性向上、人手削減、作業時間短縮等）に
繋がりそうな観点で事例から逆引きでピックアップ。
＜記載例＞
① 非定型の質問を解釈し、返答する
② 専門的判断が必要かどうかを判断し、人間にエスカレーションを行う
③ 発信者または受信者のペルソナを指定した生成
④ 文章の自動生成、要約、編集・校正
⑤ (従来の翻訳と比べて)自然な翻訳結果、専門用語への対応
⑥ マルチモーダルAI（複数の情報を取り扱う生成AI）

※他省庁の資料で参照でき
る情報は取り入れる

【項目の統廃合】
「生成AIの長所」と「こども・子育て
分野での活用可能性」の記載項目
を統合し、「3.1.2.生成AIが得意と
する領域」としてまとめました。

【追記】
統廃合に伴い、委員意見を踏まえ
て記載例を追記しました。

【記載の平易化】
「長所＋具体例」の形で記載するこ
とで、生成AIの長所がより伝わるよ
う意識したまとめ方に変更しています。

こども・子育て分野での
活用可能性

上記項目で提示した長所の具体例として紐づけて掲載する。
＜記載例＞
① 子育て相談を支援する職員向けの応対支援用チャットボットの導入
② 多様な育児ニーズに対するアドバイスの提供
③ こどもの発達段階に応じたコンテンツの生成（〇歳児向け 等）
④ 自治体・保育職員のドキュメント作成支援
⑤ 多言語対応による外国人家庭への支援
⑥ 写真記録から日誌・連絡帳の文言作成

※実証で取り扱ったユース
ケースや動向調査で確認した
事例などから抽出する想定
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（2/7）

◼ 3.1.3.では、生成AI利活用に係るリスクについて幅広く取り扱います。生成AIについてよく挙げられるリスクを4つに大別し、整理しています。

◼ 今回の更新で、リスクの提示に留まらず、その対策検討に有用な示唆となるよう、リスク、その具体例（特にこども・子育て分野）、対策案の構成で
記載するよう変更しています。なお、実際の中身の書きぶりについては、後日の書面レビューにてご覧いただけますと幸いです。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.1.
生成AIに
ついて

3.1.3.
生成AIの注意
点

社会的課題

「リスク＋その具体例（特にこども・子育て分野）＋対策案」の構成で記載する。実証事例
を中心に具体例を抽出する。
＜記載例＞
• 個人情報・機密情報の漏洩（保育記録に含まれる園児の個人情報の流出 等）
• 追加学習による個人情報・機密情報の漏洩（過去の相談事例から類推可能な個人

特定情報の生成 等）
• 教育上のリスク（AIが生成した不適切な表現や誤った情報によるこどもへの悪影響 等）
• 知的財産権（著作権等）の侵害（著作権保護された教材の不適切な利用 等）

事例調査の「生成AI等
技術の利活用に係る課
題と規制動向」にあるリ
スクから、こども・子育て
分野における生成AIの
利用側に言えるものを
抽出。

【項目の統廃合】
「生成AIの注意点」と「こども・子育
て分野における特有の課題」の記
載項目を統合し、「3.1.3.生成AI
の注意点」としてまとめました。

【記載の平易化】
• 「リスク＋具体例＋対策案」の形

で記載することで、生成AIのリス
ク対策がより理解できるようまとめ
方を変更しています。

• 一部の専門用語をより理解しや
すい表現に差し替えました。

【削除】
こども・子育て分野の実証及び利活
用に関連性の薄そうな情報（犯罪
利用や技術的専門性の高い観
点）は削除しました。

倫理的課題

＜記載例＞
• 権利と尊厳の尊重（子どもの権利条約に反する判断や対応の生成 等）
• 差別や偏見の排除（特定の属性（性別、年齢、家庭環境等）に基づく偏った判断

等）
• データの公平性と代表性の確保（特定の家庭環境や価値観に偏った支援内容 等）
• AI 依存度の適切なバランス（こどもや保護者に対する人間的な関わりの機会の減少

等）

技術的課題

＜記載例＞
• ブラックボックスによる不透明性（出力情報の妥当性検証が困難 等）
• 誤情報の生成（不適切な保育・教育方法の提案 等））
• 最新モデルの採用等の技術的なキャッチアップ（システムの更新・維持管理の負担 等）

その他の
課題

＜記載例＞
• 人員不足による不透明性（AIの出力内容の適切な確認体制の不備 等）
• 職員の生成AIに対する知見不足によるトラブル（AIの特性や限界の理解不足による誤用

等）

―

【追記】
委員意見を踏まえ、課題観点を追
加しています。なお、実証で観測さ
れた事例を中心に整理するため、現
時点の想定です。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（3/7）

◼ 3.1.4.では、生成AIを取り巻く国内での検討経緯を中心に取りまとめます。

◼ 国内の検討動向として、生成AI利活用における代表的な検討組織とその取組内容を掲載し、実際にガイドライン等として公表された文書類を
とりまとめて掲載する想定です。現時点で掲載を検討している組織・取組については次頁に参考としてお示ししています。

◼ 国外の規制動向については、今後の国内における検討の方向性を示唆する情報の一つとして、本項目の中で取りまとめています。

◼ なお、前回報告からの更新はございません。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.1.
生成AIに
ついて

3.1.4.
国内における
検討の動向

国内の検討プロジェクト
および組織

＜主な検討組織＞
• デジタル庁：2023年度 デジタル庁・行政における生成AIの適切な

利活用に向けた技術検証 等
• 内閣府：AI制度研究会、AI戦略会議、AI戦略チーム 等
• AISI
• 総務省、文部科学省、経済産業省等の他省庁：ガイドライン作成

主体として

調査事業の結果から作成
予定

―

国内の規制動向

＜国内規制に関連する主な成果物＞
• 総務省：「生成AIはじめの一歩～生成AIの入門的な使い方と注意点

～」
• デジタル庁：「テキスト生成AI利活用におけるリスクへの対策ガイドブック

（α版） 」
• 経済産業省：「AI事業者ガイドライン（第1.0版）」、「コンテンツ制作

のための生成AI利活用ガイドブック」
• 文部科学省：「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫

定的なガイドライン」

調査事業の結果から作成
予定

―

国外の規制動向

本事業で取りまとめた動向調査から下記情報を抜粋
• 国際的な規制の動向
• こども・子育て領域における海外の生成AI活用指針
• こども・子育て領域における海外の生成AI活用事例
• こども・子育て領域における海外のAIインシデント事例

調査事業の結果から作成
予定

―
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（参考）国内の検討組織と取組について

◼ ガイドラインへの掲載を検討している国内の組織、取組・成果物は以下のとおりです。

◼ 2024年11⽉現在で確認できるものを中心に取りまとめています。

所管省庁 取組組織 取組もしくは成果物（特にガイドラインに関連するもの） 公表時期 備考

デジタル庁 ― テキスト生成AI利活用におけるリスクへの対策ガイドブック（α版） 2024年5月29日

総務省・経済産
業省

AI事業者ガイドライン検討会、AIネットワーク社会推進
会議、AI戦略会議

AI事業者ガイドライン（第1.01版） 2024年11月22日

総務省

G7広島サミット 広島AIプロセス 2023年5月～ 継続的な枠組み

AIネットワーク社会推進会議 AI開発ガイドライン及びAI利活用ガイドラインに関するレビュー 2022年2月8日

情報流通行政局 情報流通振興課 生成AIはじめの一歩～生成AIの入門的な使い方と注意点～ 2024年4月12日

経済産業省

コンテンツ産業における先端的技術活用に関する調査 コンテンツ制作のための生成AI利活用ガイドブック 2024年7月5日

デジタル時代の人材政策に関する検討会 デジタル時代の人材政策に関する検討会 報告書2024 2024年6月

商務情報政策局 情報経済課 AI・データの利用に関する契約ガイドライン-AI編- 2019年6月21日

内閣府
AI戦略会議 AIに関する暫定的な論点整理 2023年5月26日

AIセーフティ・インスティテュート （AISI） AIセーフティ・インスティテュート(AISI)関係府省庁等連絡会議 ―

文化庁
文化審議会著作権分科会法制度小委員会 AI と著作権に関する考え方について 2024年3月15日

文化庁著作権課 AIと著作権に関するチェックリスト＆ガイダンス 2024年7月31日

首相官邸 AI 時代の知的財産権検討会 AI 時代の知的財産権検討会 中間とりまとめ 2024年5月

文部科学省 初等中等教育局
初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガイドライン
（Ver.2.0）

2024年12月26日

その他 東京都デジタルサービス局 文章生成AI利活用ガイドライン 2024年4月
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（4/7）

◼ 3.2.では、生成AI導入の全体像と実装プロセスについて概観を示し、効果的な導入手順のイメージ構築を支援します。

◼ 3.2.2.では、生成AIの利活用における効率性やリスク管理の観点から、生成AIの推奨される利活用例と、推奨されない利活用事例について取りまとめます。

◼ 今回の更新で、解決課題から考えられる利活用例を対比的に示し、推奨事例と非推奨事例を記載する方針に変更しています。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.2.
生成AIの
導入

3.2.1.
生成AI導入
までの流れ

生成AI導入に共通する
一般的な流れを提示

＜記載例＞
① 組織における課題の聞き取り・特定
② 組織内部での検討（参考事例を収集する、予算確保 等）

※生成AI導入における管轄部署（導入・運用管理）も言及する
③ 実証環境の調達（製品・サービスの情報収集、事業者の選定 等）
④ 構築準備（事業者との調整・契約、ポリシー等の庁内調整 等）
⑤ 導入（構築→研修→リハーサル 等）
⑥ リリース（トラブルシューティング含）
⑦ フィードバック（ユーザ評価、環境上で収集したデータの分析）

• 実証結果から作成予定
• 他省庁の資料も参照

【追記】
委員意見を踏まえ、「②組織内部
での検討」を中心に、より整理すべき
情報を網羅的に盛り込みます。
実際の記載内容は書面レビューで
のご提示を予定しています。

3.2.2.
生成AIの導入
範囲の検討

推奨の利用例と
その理由

特定課題から推奨事例と非推奨事例を分岐させ、対比させる。

＜記載例＞
【課題】住民の子育て支援制度情報へのアクセスを支援・円滑化したい
→【推奨例】支援情報検索チャットボット：従来の情報検索システムなどの
サービスと比較した場合、生成AIを搭載したチャットボットは利用者目線で
検索の利便性が向上すると考えられるため
→【非推奨例】メンタル・育児相談チャットボット：保育士や心理カウンセ
ラー等の有資格者が実施すべき相談対応などは、生成AIによる対応が不
適切とされるため

【課題】こども・子育て関連の広報物の作成負荷を軽減したい
→【推奨例】イラスト素材・文章案の生成：AIによる生成物を鵜呑みにせ
ず、最終化の際に人間のチェックを前提としており、倫理・権利侵害に対する
リスクヘッジが可能なため
→【非推奨例】広報物そのものを作成させる：AIによる生成物をそのまま利
用するため、文章や素材に倫理的な問題や権利侵害のリスクが生じていて
も気づかないまま住民向けに発信してしまう可能性が高いため

• 調査事業・実証の結果か
ら作成予定

• デジタル庁「テキスト生成
AI利活用におけるリスクへ
の対策ガイドブック（α
版）」を参考

【項目の統廃合】
2.1.で取りまとめた生成AIの長所・
注意点との差別化も踏まえて記載
方針を更新しました。
課題を起点に推奨例・非推奨例の
両パターン案を示すことで、より具体
的な課題解決としての生成AI導入
の検討イメージを持ってもらえるよう
整理しています。非推奨の利用例と

その理由
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（5/7）

◼ 3.2.3.では、生成AIを実際にサービスとして選定し、環境構築等の調整を行う際の要点を整理する方針です。

◼ 具体的な製品・サービス名の掲載については、実証実験で実際に利用したものからいくつかを選定して掲載する予定です。

◼ 更新点として、実証で利用した特定製品の記載については、実践編・別添の報告書を参照させる形で例示する方針です。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.2.
生成AIの
導入

3.2.3.
生成AIの構成
および利用サー
ビスの検討

サービスの選定

• どのような形態・機能での提供があるのか、形態ごとにどのような違いがあ
るのか。選ぶ際の参考になる視点を解説する。

• 特定製品の推奨として受け取られないよう、記載ぶりについてはあくまで
も実証事例からの例示とする。

• また、実際の製品名等は実践編または別添の報告書に掲載するため、
基礎編である本項目では明記せず、該当する実践編・別添を参照させ
る方針とする。

• 調査事業の結果から作成
予定

• 他省庁の資料も参照

【追記】
委員意見を踏まえ、具体的なシス
テム構成等の例示方針を追記して
います。

概略構成図及び検討
ポイント

• 生成AIのシステム構成図等のイメージ図を例示
• 特定製品の推奨として受け取られないよう、記載ぶりについてはあくまで

も実証事例からの例示とする。
• また、実際の製品名等は実践編または別添の報告書に掲載するため、

基礎編である本項目では明記せず、該当する実践編・別添を参照させ
る方針とする。

【追記】
委員意見を踏まえ、具体的なシス
テム構成等の例示方針を追記して
います。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（6/7）

◼ 3.2.4.では、法令および組織ポリシーに関する遵守事項を整理し、今後更新が想定される場合でも現時点での最新情報をもとに⾒解を示す方針です。

◼ 本項目では、実証実験において特に重要性が高いと判断された事項を中心に詳述し、その他の関連情報については参考文献の提示に留めることで、
記載内容の簡潔性を確保する方針です。

◼ 更新点として、保育施設との連携に特有の留意点についても明示的に言及を追加しました。また、利用者同意については個人情報の項目に統合しました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.2.
生成AIの
導入

3.2.4.
法令・ポリシー
等への対応
事項

個人情報について

実証事例を踏まえて重要な箇所のみ記載し、それ以外は元情報を参照させ
る形で記載する。また、保育施設との協働の観点で記載が必要な箇所があれ
ば、特筆する。（※以下同様）
• 個人情報保護法
• 個人情報の保護に関する法律に関するガイドライン
• 組織（地方自治体）独自に掲げる個人情報に係る規定
（＋当該ポリシーの作成・修正案もしくは注意すべきポイント）
実証における実例を参考に、特に留意すべきと判断した観点の記載を想定。
• サービス利用者の同意取得
• 情報提供における同意取得

個人情報保護委員会から既
出の通知・法律を参照して更
新を行う。また、「規制改革・
行政改革ホットライン（縦割
り110番）」の関係する所管
省庁からの回答も情報源とし
て参考にする。

【追記】
委員意見を踏まえ、記載内容の調
整や保育施設との協働に関する情
報の記載方針を明文化しています。

【項目の統廃合】
利用者への同意取得について、個
人情報に関連するため記載を統合
しました。

情報セキュリティについて

• 自治体情報セキュリティポリシー
• 組織（地方自治体）独自に掲げる情報セキュリティに係る規定
（＋当該ポリシーの作成・修正案もしくは注意すべきポイント）

総務省「地方公共団体に
おける情報セキュリティポリシー
に関するガイドライン」

知的財産権について

• 著作権法
• 特許法
• 意匠法、商標法
• 肖像権、パブリシティ権

AI時代の知的財産権検討
会「AI 時代の知的財産権
検討会 中間とりまとめ」

―

システム・サービス提供者
（仮）との契約について

実証における実例を参考に、特に留意すべきと判断した観点の記載を想定。
• サービスの利用形態（契約型/約款型）と他ポリシーでの確認事項
• システム構築・導入における留意事項

経済産業省「AI・データの利
用に関する契約ガイドライン-
AI編-」、ChatGPT 等の生
成 AI の業務利用に関する
申合せ（第２版） 

【追記】
参考情報を追記しています。

その他
• （一般公開する場合）利用計画の策定
• 本項目における一連の確認事項をまとめたチェックシート

― ―
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.4. 基礎編（7/7）

◼ 3.2.5.では、環境構築後からサービスのリリースまでに実施すべき準備について取りまとめています。

◼ 3.2.6.では、リリース後のさらなるサービスの提供に向けた手順として、効果測定やその活用方法といった内容を取りまとめています。

◼ 更新点として、庁内説明や協力機関である保育施設等との調整に係る項目を追加し、記載例を詳細化しています。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

3.2.
生成AIの
導入

3.2.5.
利用準備

関係機関との調整

以下例示、実際は実証団体への聞き取り結果を元に記載する。
• 庁内での調整

• 企画部門：導入計画検討・承認、予算確保 等
• 情報システム・デジタル部門：セキュリティ面の検証 等
• 個人情報保護部門：運用ルール・ポリシー確認 等

• 保育施設との調整：導入スケジュール、運用ルール、研修計画 等
• 保護者との調整：説明会、同意取得、問合せ対応、周知資料作成

等

• 実証結果から作成予定
• 他省庁の資料も参照

【追記】
• 関係機関との調整についての

項目を追記しています。
• 項目を詳細化しました。

マニュアル類の整備

• ユーザマニュアル作成：基本操作、ユースケースごとの操作 等
• 利用トレーニング（職員用）
• 利用者向けマニュアル動画等の資料作成（一般公開向け）

【追記】
項目を詳細化しました。

サービスの周知

• 広報活動
• 職員向け：説明会開催、庁内報・庁内HP掲載、FAQ共有

等
• 保護者向け：利用案内リーフレット、利用説明動画の配信

等
• 利用促進イベント：操作説明会、活用事例報告会、アイデアソン 等

【追記】
項目を詳細化しました。

3.2.6.
効果測定と
改善の実施

効果測定

• 効果測定の目的等の基礎的な説明
• 効果測定の項目例（品質評価、満足度評価、パフォーマンス評価、倫

理的・社会的影響評価 等）
• 効果測定結果の活用方法（分析手法 等）

―

フィードバックの取得、
分析、活用方法

• 効果測定の結果や利用者からのフィードバックを用いた改善サイクル例の
提案

―
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.5. 実践編（1/5）

◼ 実践編におけるガイドラインの項目と記載内容の想定をまとめております。実践編の位置づけは4.1.1.として簡潔にお示しする予定です。

◼ 4.1.2.では、本事業で作成した公表予定の成果物や既に公開済みの他事業のガイドライン等を挙げ、それぞれの文書をどのように活用すべきか示します。

◼ また、4.1.3.は4.2.以降の事例を分類し、詳細を知りたい利活用事例をケース分類等から探せるように整理します。

◼ 今回の更新で、一部最新情報についての留意事項を免責事項の項目から再配置しています。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

4.1. 
実践編の立
て付け

4.1.1.
本章の位置づ
け・使い方

実践編の位置づけ
基礎編で述べられた活用のコツ等を活かした実証事例を参考紹介すると
いう前提で、実践編の位置づけを記載

― ―

4.1.2.
参考となる公表
物

本ガイドライン以外のド
キュメントの利用方法

＜掲載するガイドライン本体以外のドキュメント＞
• 本実証の他成果物（副本、実証環境資料、調達仕様書サンプル）
• 他省庁ガイドライン類（※リンク掲載はなし）

＜補足の記載イメージ＞
• 今後も生成AIを取り巻く諸情報は国内外で検討・技術発展が進むこと

が予想されるため、本ガイドラインに掲載されている情報は、その正確
性や完全性について保証するものではありません。情報の利用に際して
は、各情報源の最新版を確認する等、自己責任のもとでご判断いただ
くようお願いいたします。

＜参考イメージ＞
文部科学省「令和5年度学
習者用デジタル教科書の効
果・影響等に関する実証研
究事業 授業改善・地域内
展開 実践事例」P.5

【記載位置の再調整】
当初免責事項の項目に留意事
項・免責事項が全てまとめられてい
たため、それぞれの性質・目的に応
じて記載する項目を変更しました。
本項目では、参考情報の最新版
参照を促す注意事項のみを掲載し
ています。

【記載の平易化】
伝えたい内容がはっきり伝わるよう、
書きぶりを明確にしています。

4.1.3.
事例一覧

実践編に掲載する事例を
一覧として示す
（実践編の目次）

①ケース分類：「生成AIでできること」を基準に分類
（例．情報収集、文章要約、アイデア出し、コンテンツ作成、画像生成、
画像認識、生成素材の組合せ 等）
②難易度：導入のしやすさを基準に難易度を表現
（★：初級、★★：中級、★★★：上級）
③導入主体：星取表で表示
ユースケースの導入主体について、地方公共団体・保育施設のどちらでの導
入が適しているかを星取りで表現する。事務負担軽減など、両主体にとって
有用なケースについては両方に印をつける。

― ―
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.5. 実践編（2/5）

◼ 実証実験の中で取り扱ったユースケースについて、下記のとおりガイドラインに参考事例として掲載します。各項目の記載例は好事例を想定した表現
ですが、導入効果が小さかった事例やインシデント等の失敗があった事例についても掲載対象として想定しています。

◼ 3.2.以降、事例②、③……と実証で得られた好事例を同様に記載します。

◼ 更新点として、レイアウトイメージを制作する過程で生じた更新に合わせて一部項目の統廃合と追記を行いました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

4.2. 
実証実験に
おける事例
①

4.2.1.
事例概要

実証ユースケースの概要
事例名を記載する。
※類似ユースケースが複数ある場合は、複数の団体の事例報告から集約して
示す

• 実証結果から作成予定
• 文部科学省「令和5年度

学習者用デジタル教科書
の効果・影響等に関する
実証研究事業 授業改
善・地域内展開 実践事
例」P.7以降の事例紹介
ページを参考イメージとす
る

―

4.2.2.
課題抽出と解
決イメージの
検討

解決したい課題（As-
is）と解決後のイメージ
（To-be）

• 課題・解決イメージをそれぞれ記載する。
• 作業手順にどのような差分が生まれたのかを可視化した図表を載せる

（現時点では作業ステップを整理した図に具体的な作業内容を記載した
ものを想定）

【追記】
記載イメージについて補足していま
す。

利用者の声

実際に実証を開始してみて、利用者（職員・子育て世代の住民）のリアルな
感想を掲載する想定

＜記載例＞
• セキュリティについては「生成AIにおけるSEレベルの知識」が必要。
• 欲しい結果を生成するためのプロンプトの書き方は試行錯誤が必要だったが、

職員間で調査して改善することで、徐々に精度が上がっていった。参考とな
るプロンプト案があると望ましい。

【記載位置の再調整】
「その他（留意事項等）」にあった
利用者の声を項目化し、課題解決
ができたかどうか、導入に関するリア
ルな声を掲載します。

4.2.3.
導入までの
検討事項

当該事例の導入に向け
た要検討事項

導入までの検討における要点を記載する。
※全事例で下記観点で洗い出し、強調すべき内容に記載を絞る。
• 組織における課題の聞き取り・特定
• 組織内部での検討（参考事例を収集する、予算確保 等）
• 組織外（ベンダ、保育施設等）との調整
• 実証環境の調達（製品・サービスの情報収集、事業者の選定 等）
• 構築準備（事業者との調整・契約、ポリシー等の庁内調整 等）
• 導入（構築→研修→リハーサル 等）
• リリース（トラブルシューティング含）
• フィードバック（ユーザ評価、環境上で収集したデータの分析）

【項目の統廃合】
「導入プロセスでのポイント」、「組織
内や組織外（ベンダや協力事業者
等）との調整事項などのToDo」の
項目を統合し、導入に係るよう検
討事項とその解決方法を抽出した
項目として再編しました。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.5. 実践編（3/5）

◼ 前頁の続き。

◼ 更新点として、レイアウトイメージを制作する過程で生じた更新に合わせて一部追記を行いました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

4.2. 
実証実験
における
事例①

4.2.4.
事例のイメージ
図

実証事例における
インプット/アウトプット

どんなデータを元に、どういった操作を経て、何を実現するのか、が分かる
ようなイメージ図を想定。

【追記・削除】
当初予定していたシステム構成図
の掲載の差替えとして、事例の概
要が分かるようイメージ図を挿入し
ます。

4.2.5.
実証結果（成
果・課題）

効果（KGI）とその
概要

＜記載例＞※実証結果より作成する
企画内容立案時間：5時間→2時間
→「公民館祭り」の企画案を作成。テキスト生成AIチャット機能を用いて、
公民館祭りで実施する企画案の作成を行った。多彩なアイディアにより、アイ
ディア出しの時間短縮につながった。また、出されたアイディアについて会話す
ることで、より具体的な提案をしてくれた。

• 実証結果から作成予定
• 文部科学省「令和5年度

学習者用デジタル教科書
の効果・影響等に関する
実証研究事業 授業改
善・地域内展開 実践事
例」P.7以降の事例紹介
ページを参考イメージとす
る

【項目の統廃合】
効果に関する項目を整理しました。
【追記】
記載例を追記しました。

効果（KPI）とその
概要

＜記載例＞※実証結果より作成する
企画書作成：1時間→0.5時間
→会話を何回か繰り返すうちに、クイズ・ゲームコーナー・ブロック積みなど多
彩なアイディアが出された。そのうち、企画案として課内に①クイズと②紙コッ
プ積みを提案した。採用されたのは、①クイズであった。

【項目の統廃合】
効果に関する項目を整理しました。
【追記】
記載例を追記しました。

実際に課題となった点と
その対策

＜記載例＞※実証結果より作成する
課題：投げかけ方によって、提案内容がかなり変わる。こんな感じの企画を提
案してほしいと思って、指示をしても、思った内容が出てこないことが多々あった。
所要時間5分やせまいスペースでは実施が難しい内容の提案も多かった。
→対策：生成AIに質問する際には、できるだけ具体的な場面を想定した質問
のほうが、望む回答が返答されてくる。

【追記】
記載例を追記しました。

4.2.6.
その他（留意
事項等）

上記項目に当てはまらな
い本事例固有の示唆を
記載

• 事例固有のリスク（ハルシネーション、知的財産権の侵害 等）
• 法的リスク
• 実証計画書から修正した事項やその経緯 等

【追記】
計画書の修正点は団体ごとの参考
情報として掲載します。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.5. 実践編（4/5）

◼ 事例調査の中で取り上げるべき好事例があれば、ガイドラインに参考事例として掲載します。

◼ 4.x.以降、事例②、③……と調査事業で得られた好事例を同様に記載します。

◼ 更新点として、4.2.の更新に合わせて同様に更新を行いました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

4.X 
その他の
先進事例
①

4.X.1.
事例概要

実証ユースケースの概要
事例名を記載する。
※類似ユースケースが複数ある場合は、複数の団体の事例報告から集約して
示す

• 実証結果から作成予定
• 文部科学省「令和5年度

学習者用デジタル教科書
の効果・影響等に関する
実証研究事業 授業改
善・地域内展開 実践事
例」P.7以降の事例紹介
ページを参考イメージとす
る

―

4.X.2.
課題抽出と解
決イメージの
検討

解決したい課題（As-
is）と解決後のイメージ
（To-be）

• 課題・解決イメージをそれぞれ記載する。
• 作業手順にどのような差分が生まれたのかを可視化した図表を載せる

（現時点では作業ステップを整理した図に具体的な作業内容を記載した
ものを想定）

【追記】
記載イメージについて補足していま
す。

利用者の声

利用者（職員・子育て世代の住民）のリアルな感想を掲載する想定

＜記載例＞
• セキュリティについては「生成AIにおけるSEレベルの知識」が必要。
• 欲しい結果を生成するためのプロンプトの書き方は試行錯誤が必要だったが、

職員間で調査して改善することで、徐々に精度が上がっていった。参考となる
プロンプト案があると望ましい。

【記載位置の再調整】
「その他（留意事項等）」にあった
利用者の声を項目化し、課題解決
ができたかどうか、導入に関するリア
ルな声を掲載します。

4.X.3.
導入までの
検討事項

当該事例の導入に向け
た要検討事項

導入までの検討における要点を記載する。
※全事例で下記観点で洗い出し、強調すべき内容に記載を絞る。
• 組織における課題の聞き取り・特定
• 組織内部での検討（参考事例を収集する、予算確保 等）
• 組織外（ベンダ、保育施設等）との調整
• 実証環境の調達（製品・サービスの情報収集、事業者の選定 等）
• 構築準備（事業者との調整・契約、ポリシー等の庁内調整 等）
• 導入（構築→研修→リハーサル 等）
• リリース（トラブルシューティング含）
• フィードバック（ユーザ評価、環境上で収集したデータの分析）

【項目の統廃合】
「導入プロセスでのポイント」、「組織
内や組織外（ベンダや協力事業者
等）との調整事項などのToDo」の
項目を統合し、導入に係るよう検
討事項とその解決方法を抽出した
項目として再編しました。
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2. 生成AI利活用ガイドラインの構成
2.5. 実践編（5/5）

◼ 前頁の続き。

◼ 更新点として、4.2.の更新に合わせて同様に更新を行いました。

中項目 小項目 記載内容 記載例・記載イメージ 参考情報 更新点の概要

4.X 
その他の
先進事例
①

4.X.4.
事例のイメージ
図

実証事例における
インプット/アウトプット

どんなデータを元に、どういった操作を経て、何を実現するのか、が分かる
ようなイメージ図を想定。

【追記・削除】
当初予定していたシステム構成図の
掲載の差替えとして、事例の概要が
分かるようイメージ図を挿入します。

4.X.5.
実証結果（成
果・課題）

効果とその概要

実証事例の取りまとめと同様に効果を取りまとめるが、KGI・KPIの設定・聞
き取りは難しいと考えているため、概要に留める想定。

＜記載例＞※調査結果より作成する
企画書作成時間：【削減】
→会話を何回か繰り返すうちに、クイズ・ゲームコーナー・ブロック積みなど多
彩なアイディアが出された。そのうち、企画案として課内に①クイズと②紙コッ
プ積みを提案した。採用されたのは、①クイズであった。

• 実証結果から作成予定
• 文部科学省「令和5年度

学習者用デジタル教科書
の効果・影響等に関する
実証研究事業 授業改
善・地域内展開 実践事
例」P.7以降の事例紹介
ページを参考イメージとす
る

【項目の統廃合】
効果に関する項目を整理しました。

実際に課題となった点と
その対策

＜記載例＞※調査結果より作成する
課題：投げかけ方によって、提案内容がかなり変わる。こんな感じの企画を
提案してほしいと思って、指示をしても、思った内容が出てこないことが多々
あった。所要時間5分やせまいスペースでは実施が難しい内容の提案も多
かった。
→対策：生成AIに質問する際には、できるだけ具体的な場面を想定した
質問のほうが、望む回答が返答されてくる。

―

4.X.6.
その他（留意
事項等）

上記項目に当てはまらな
い本事例固有の示唆を
記載

• 事例固有のリスク（ハルシネーション、知的財産権の侵害 等）
• 法的リスク
• 実証計画書から修正した事項やその経緯 等

【追記】
計画書の修正点は団体ごとの参考
情報として掲載します。
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3. 「第1章：はじめに」及び「第2章：ガイドラインの使い方」の文章案
3.1. 文章案の作成方針・スケジュール

※資料非公開
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4. 「第4章：実践編」のレイアウト案
4.1. 実証事例の集約イメージ

◼ 現時点では下記のとおり事例の集約を検討しております。あくまでも現時点での整理状況であることにご留意ください。

◼ また、詳細については、後日レビューを依頼させていただく際にご確認いただけますと幸いです。

No. 事例名
ユースケース分類

ケース分類 インプット等 導入主体

1 自治体職員の資料作成業務支援 コンテンツ作成 文章 自治体

2 保育施設職員のおたより・連絡帳等の作成支援 コンテンツ作成 文章（、画像） 保育施設

3
自治体職員の記録作成支援
（相談連絡記録、会議記録等）

コンテンツ作成 音声、文章 自治体

4 自治体職員の広報物イラスト作成業務支援 コンテンツ作成 画像 自治体

5 自治体データの加工・分析支援 データ加工・分析 文章 自治体

6
自治体職員（児童相談所）の相談記録内容からリスク判定に必要なデータ
抽出支援

データ加工・分析 音声、文章 自治体

7
自治体・保育施設でのアイデア創出支援
（企画案、ドキュメント等）

アイデア出し 文章 自治体、保育施設

8 保育施設職員へのカウンセリング支援 アイデア出し 文章 保育施設

9 自治体・保育施設での翻訳作業支援 翻訳 文章 自治体、保育施設

10 自治体・住民における子育て関連情報の収集支援 情報収集 文章 自治体

11 保育施設職員のインシデント検知支援 画像認識 画像 保育施設

12 保育施設職員の写真整理支援 画像認識 画像 保育施設
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4. 「第4章：実践編」のレイアウト案
4.2. スライドサンプルイメージ

◼ 下記はレイアウトのサンプルです。実証の事例ごとにスライド2枚程度に整理し、複数の実証団体で類似事例を実証している事例は集約して示す
想定です。

◼ なお、最終的な実証取りまとめ結果によっては、こども家庭庁様と協議の上、項目の増減や焦点を当てる要素の変更を行います。
実証事業の最終報告会後（3⽉前半予定）に、委員・オブザーバーの皆様、実証団体からのレビューをいただく想定です。

※レイアウト案は非公開
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5. 今後の予定

◼ 本日の協議結果を踏まえ、ガイドラインの委員レビューおよび最終化に向けた作業を粛々と進めてまいります。
本日協議できなかったご指摘がございましたら、お手数ですがメールにて事務局までお送りいただけますと幸いです。

◼ 第5回の検討委員会では、ガイドラインの作成状況や案文等をご報告させていただきます。
今後、ガイドライン本体のレビューについては、P.22で提示したスケジュールの想定に従って進める予定です。

検討会における協議スケジュール

第1回（6月） 第2回（8月） 第3回（10月） 第4回（12⽉）【本日】 第5回（2月）

本事業の
全体管理・計画

動向調査
・包括的調査
・重点領域調査

ニーズ調査
・アンケート
・ヒアリング

実証事業

生成AI利活用
ガイドライン

本事業の目的・背景の説明

事例調査結果（案）の共有

アンケート計画の共有

公募団体選定状況の共有 採択結果の共有
結果報告作成方針の

共有

本事業成果物・
スケジュールの追加説明

包括的調査結果の報告 重点領域調査の報告

ヒアリング計画の共有

アンケート結果の報告

ヒアリング進捗の共有

今年度事業結果の報告

ガイドライン案の提示

ヒアリング結果の報告

動向調査結果の報告
（書面共有）

ガイドラインの位置づけ・章立て案に関する共有（※実証結果により逐次更新して共有）

各実証団体について進捗報告（随時）
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